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津の文化財保護と郷土
資料館建設の可能性は

県立一志病院の存続と
地域医療体制の確立を

問　三重県は三重大学や津市と

共に「白山・美杉地域における

在宅医療・介護の提供体制等に

関する検討会」を設置し、その

中で県立一志病院の存続や在り

方について議論をしてきている

が、一志病院を取り巻く情勢に

不安を抱く地域住民もいる。

　三重県や関係機関と綿密に協

議し、一志病院の存続と地域医

療体制の確立に向けて取り組ん

でもらいたいがどうか。

答　当該検討会において、白

山・美杉地域の地域包括ケアシ

ステム構築に係る現状と課題を

確認し合い、当該システムの目

指すべき姿や県立一志病院の運

営形態の在り方について、三重

県と市の役割や取り組み方向に

ついて議論している。

　一志病院は、三重県全体の医

療政策の根幹を成す医療人材の

育成確保という役割がある。

　また、津市は、診療所での外

来診療や無医地区への巡回診療

など地域医療の充実を図ってい

る。

　さらに、医療が介護、福祉と

うまく連携し、全体として、サ

ービスが提供していけるよう、

津市としての役割を果たしてい

きたい。

●その他の質疑・質問●

○（仮称）津市公契約条例の制

定について
 ● 庁内体制について

 ● 条例施行管理体制について

○みえ森と緑の県民税見直しに

ついて

 ● 現状の取り組みは

 ● 見直しの具体策は  

▲これからの地域医療を担う一

　志病院

問　文化財保護法の改正に向け

て、国の審議会では議論が行わ

れている。公共施設全般におい

てＰＦＩ（民間資金等活用事

業）が進められている中、津城、

藤堂高虎、斎藤拙堂、谷川士清

に関わるものなど、市内の多く

の文化財は、観光資源としての

活用を考えていく必要がある。

そのための民間との協力は。ま

た、郷土資料館の建設をＰＦＩ

で実施する可能性について問う。

答　文化財の保存・活用のため

の民間活力導入については、文

化審議会文化財分科会企画調査

会の中間まとめでも、うたわれ

ている。民間との連携やその活

用方法については、今後の法改

正を受けた新制度の中で、文化

財の保存と活用のバランスを考

えつつ、検討していきたい。

　新たな郷土資料館の建設につ

いては、津市公共施設等総合管

理計画が大前提にあり、その中

で、既存の施設を使い切り、複

合化を図ることを基本としてい

ることから、教育委員会として

は、今のところ考えていない。

　また、ＰＦＩ手法による建設

についても、今後、市全体の考

え方を整理していく中で、手法

の一つとして検討していく。

　  ●その他の質疑・質問●

○旅館業法の改正について

 ● 県が管理を行う形で進んでい

るが、市内で苦情が出た場合は

どこの部署が対応するのか

 ● 津市としての民泊の取り扱い

を条例などで明文化すべきでは

○弾道ミサイルに対処する防災

訓練の今後について

 ● 避難訓練は、住民から求めら

れており、防衛省などの協力を

得て進めるべきでは　　　など

▲文化財の継承のためには地域

　の経済界との連携を

  し 　みん　 　
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